
松
岡

JR
連
合
会
長

（
挨
拶
要
旨
）

私
た
ち
は
、
26
年
前
に
民

主
的
な
労
働
運
動
を
求
め
JR

総
連
か
ら
の
決
別
が
JR
連
合

の
「
生
い
立
ち
」
で
あ
る
。

JR
東
労
組
は
今
年
に
入
っ
て

か
ら
３
万
人
を
優
に
超
え
る

７
割
以
上
の
組
合
員
が
脱
退

し
、
組
織
瓦
解
が
始
ま
っ
て

い
る
。
私
た
ち
は
、
更
な
る

30
年
を
見
据
え
真
に
民
主
的

な
労
働
運
動
、
JR
連
合
運
動

を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
強
く
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
『
「
働
く
事
に
」

重
要
な
価
値
を
置
き
、
自
立

と
支
え
合
い
を
基
礎
に
、
誰

も
が
公
正
な
労
働
条
件
の
も

と
、
多
様
な
働
き
方
を
通
じ

て
社
会
に
貢
献
で
き
る
参
加

型
社
会
』
を
目
指
さ
す
こ
と

を
冒
頭
に
訴
え
た
。

そ
し
て
、
「
安
全
確
立
」

「
民
主
化
闘
争
」
「
産
業
政

策
」
「
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
」
「
政
治
活
動
」
の
５
点

に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
、
大

会
成
功
に
向
け
た
要
請
を
交

え
て
挨
拶
し
た
。

Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
を
代
表
し

斎
藤
修
代
議
員
が
発
言

東
労
組
は
「
格
差
ベ
ア
永

久
根
絶
」
を
標
榜
し
ス
ト
ラ

イ
キ
も
辞
さ
な
い
と
会
社
に

通
告
し
た
。
結
果
と
し
て
、

会
社
か
ら
三
行
半
と
も
言
え

る
「
労
使
共
同
宣
言
の
失
効
」

の
通
知
を
受
け
、
こ
れ
に
よ

り
多
く
の
東
労
組
組
合
員
が

反
発
し
現
在
、
３
万
２
千
と

も
３
千
と
も
い
わ
れ
る
方
が

脱
退
し
４
万
８
千
名
の
組
織

が
１
万
数
千
に
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
と
共
に
、
JR
連
合

の
仲
間
と
一
緒
に
明
日
を
切

り
拓
こ
う
と
す
る
仲
間
を
説

得
す
る
た
め
正
し
い
情
報
を

広
く
伝
え
一
層
の
組
織
拡
大

と
平
成
採
用
社
員
が
間
違
え

た
方
向
に
進
ま
な
い
よ
う
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
今

後
と
も
、
JR
連
合
の
仲
間
と

と
も
に
、
ご
指
導
を
頂
き
な

が
ら
さ
ら
に
前
進
し
て
い
く
。
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コンセプト 自らを変える!! 明日を創る!!
イースト イノベーション!!

JR
連
合
は
、
６
月
11
日
か
ら
12
日
に
掛
け
て
第
27
回
定
期

大
会
を
都
内
の
東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京
で
開
催
し
た
。

全
て
の
議
案
は
、
真
摯
な
質
疑
を
経
て
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
た
。

JR
連
合

第
27
回
定
期
大
会

JR
連
合
は
６
月
12
日
、
第

27
回
定
期
大
会
終
了
後
「
６･

12
民
主
化
闘
争
決
起
集
会
」

を
開
催
し
た
。
集
会
で
は
フ

リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
西
岡
研
介

氏
を
招
い
て
特
別
講
演
を
い

た
だ
き
、
そ
の
後
、
民
主
化

当
該
三
単
組
か
ら
Ｊ
Ｒ
の
民

主
化
実
現
へ
向
け
る
力
強
い

決
意
表
明
が
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ

Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
は
、
国
井

事
務
局
長
が
壇
上
に
上
が
り
、

正
常
な
労
使
関
係
の
あ
り
方
、

真
に
求
め
ら
れ
る
の
は
私
た

ち
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
で
あ

り
、
JR
連
合
へ
の
結
集
を
呼

び
掛
け
、
「
万
里
一
空
」
必

ず
や
民
主
化
実
現
を
成
し
遂

げ
る
、
と
私
た
ち
イ
ー
ス
ト

ユ
ニ
オ
ン
の
決
意
を
熱
く
述

べ
、
JR
連
合
、
加
盟
各
単
組

へ
さ
ら
な
る
支
援
を
要
請
し

た
。

特
別
講
演

西
岡
研
介
氏

テ
ー
マ
「
こ
れ
か
ら
始
ま
る

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
本
当
の
戦
い
」

JR
東
労
組
の
大
量
脱
退
、

な
ぜ
弱
体
化
に
至
っ
た
の
か
。

彼
ら
の
人
格
的
代
表
者
松
崎

氏
が
２
０
１
０
年
に
亡
く
な
っ

た
。
実
は
、
さ
ら
に
８
年
前

の
２
０
０
２
年
に
嶋
田
グ
ル
ー

プ
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
と
言
わ

れ
る
方
々
を
除
名
し
た
頃
か

ら
弱
体
化
は
始
ま
っ
て
い
た
。

会
社
は
、
30
年
続
い
た
革

マ
ル
労
組
と
の
関
係
を
断
ち

切
っ
た
。
そ
の
労
政
転
換
は

称
賛
に
値
す
る
が
、
そ
の
取

り
組
み
は
、
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
あ
る
。
等
々
、
興
味
深

い
話
を
お
こ
な
っ
た
。

挨
拶
の
主
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
６
月
11
日
発
売
の
東

洋
経
済
（
６
月
16

日
号
）

「
革
マ
ル
派
と
密
接
な
最
大

労
組
が
自
壊

JR
東
労
組
３
万

人
脱
退
の
真
相
」
西
岡
研
介

氏
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。今

後
、
JR
東
日
本
や
JR
東

日
本
の
各
労
組
に
関
す
る
記

事
が
掲
載
さ
れ
た
場
合
は
、

随
時
紹
介
す
る
の
で
各
自
が

購
買
し
認
識
の
一
致
を
は
か

ろ
う
。

６･

12

民
主
化
闘
争
決
起
集
会

～
民
主
化
闘
争
の
完
遂･

JR
労
働
界
の
一
元
化
に
む
け
て
～



東
洋
経
済

５
／
８

JR
東
労
組｢

３
万
人
脱
退｣

で
問
わ
れ
る
労
組
の
意
義

JR
労
組
の
脱
退
問
題
続
報
、

｢

無
所
属｣

が
大
量
発
生

春
闘
の
戦
術
行
使
に
「
お

詫
び
と
反
省
」

大
量
脱
退
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
今
年
２
月
19

日
の
東
労
組
に
よ
る
ス
ト
権

行
使
の
予
告
だ
っ
た
。
そ
の

後
、
ス
ト
は
回
避
さ
れ
、
春

闘
も
妥
結
し
た
が
、
脱
退
者

は
増
え
続
け
た
。
突
然
の
ス

ト
権
行
使
予
告
に
対
し
、
政

府
が
「
東
労
組
に
は
革
マ
ル

派
（
日
本
革
命
的
共
産
主
義

者
同
盟
革
命
的
マ
ル
ク
ス
主

義
派
）
が
浸
透
し
て
い
る
」

と
の
答
弁
書
を
出
し
た
こ
と

も
大
き
く
影
響
し
た
。

毎
日
新
聞

６
／
７

JR
東
日
本
最
大
の
労
働
組

合
「
東
日
本
旅
客
鉄
道
労
働

組
合
」
（
Ｊ
Ｒ
東
労
組
）
で
、

組
合
員
の
脱
退
が
相
次
い
で

い
る
こ
と
が
、
会
社
関
係
者

へ
の
取
材
で
明
ら
か
に
な
っ

た
。
５
月
１
日
ま
で
の
３
カ

月
間
で
、
全
体
の
７
割
近
く

に
当
た
る
約
３

万
２
０
０
０
人

が
脱
退
し
た
と

い
う
。
春
闘
で

ス
ト
権
行
使
を

検
討
し
た
労
組

に
対
し
て
、
組

合
員
の
反
発
が

広
が
っ
た
こ
と

が
原
因
と
み
ら
れ
る
。

福
島
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JR
東
労
組
は
取
材
に
「
組

織
内
で
議
論
を
し
て
い
る
段

階
で
、
コ
メ
ン
ト
で
き
る
状

況
に
な
い
」
と
し
た
が
、
あ

る
労
組
関
係
者
は
「
平
和
運

動
へ
の
参
加
や
組
合
費
な
ど
、

日
頃
か
ら
の
組
合
へ
の
不
満

が
、
ス
ト
通
告
を
契
機
に
一

気
に
噴
出
し
た
の
で
は
な
い

か
」
と
見
て
い
る
。

春
闘
で
JR
東
労
組
は
、
組

合
員
の
賃
金
格
差
が
広
が
ら

な
い
よ
う
、
将
来
に
わ
る
組

合
員
一
律
定
額
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
を
（
ベ
ア
）
を
要
求
。
し

か
し
、
会
社
は
交
渉
で
否
定

的
な
見
解
を
示
し
、
労
組
は

２
月
19
日
、
争
議
行
為
の
実

施
可
能
性
を
会
社
に
通
告
し

た
。
東
京
、
千
葉
の
職
場
で

研
修
な
ど
に
参
加
し
な
い
内

容
で
、
「
列
車
運
行
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
は
な
い
」
と

説
明
し
て
い
た
。

し
か
し
、
関
係
者
に
よ
る

と
、
次
の
段
階
と
し
て
職
場

ご
と
に
指
名
さ
れ
た
一
部
社

員
が
業
務
を
拒
否
す
る
「
氏

名
ス
ト
」
案
も
あ
っ
た
と
い

う
。

産
経
ニ
ュ
ー
ス

６
／
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JR
東
労
組
が
「
敗
北
宣
言
」

ス
ト
計
画
の
顛
末
…
３
万
人

脱
退
、
立
て
直
し
前
途
多
難

今
年
の
春
闘
で
ス
ト
ラ
イ

キ
権
行
使
を
一
時
予
告
し
た

JR
東
日
本
の
最
大
労
働
組
合

「
東
日
本
旅
客
鉄
道
労
働
組

合
（
JR
東
労
組
）
」
で
は
、

組
織
の
３
分
の
２
に
あ
た
る

組
合
員
約
３
万
２
千
人
が
脱

退
す
る
事
態
を
招
い
た
。
こ

れ
を
受
け
、
JR
東
労
組
は
６

月
の
定
期
大
会
で
事
実
上
の

敗
北
と
す
る
宣
言
を
採
択
し

た
も
よ
う
で
、
ト
ッ
プ
の
制

裁
と
指
導
体
制
の
刷
新
を
も

行
っ
た
。
そ
れ
で
も
会
社
側

と
の
関
係
修
復
は
困
難
と
み

ら
れ
、
組
織
立
て
直
し
に
向

け
て
の
前
途
は
多
難
だ
。

JR
東
労
組
は
今
年
の
春
闘

で
、
組
合
員
の
基
本
給
に
つ

い
て
、
一
律
定
額
で
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
（
ベ
ア
）
実
施
な

ど
を
要
求
。
会
社
側
が
難
色

を
示
し
た
た
め
、
２
月
19
日
、

自
己
啓
発
活
動
を
行
わ
な
い

な
ど
と
す
る
「
非
協
力
闘
争
」

を
東
京
周
辺
で
先
行
実
施
す

る
こ
と
を
会
社
側
へ
通
知
し

た
。
３
月
15
日
か
ら
参
加
者

を
限
定
し
て
の
「
指
名
ス
ト
」

の
実
施
を
東
京
地
方
本
部

（
地
本
）
の
運
輸
系
職
場
を

中
心
に
行
う
計
画
だ
っ
た
と

さ
れ
る
。

JR
東
労
組

驚
愕
の
新
体
制

JR
連
合
の
民
主
化
闘
争
情

報
（
NO1

0
0
0
･

６
／
25
）
に

よ
る
と
。
組
合
員
の
大
量
脱

退
で
組
織
瓦
解
が
進
む
渦
中

の
JR
東
労
組
は
、
６
月
13

日
、
第
36
回
定
期
大
会
を
開

催
し
、
す
で
に
組
合
員
数
が

１･

５
万
人
を
切
る
事
態
に

ま
で
陥
っ
て
お
り
、
１
８
春

闘
が
「
大
敗
北
」
で
あ
り
、

方
針
・
戦
術
の
間
違
い
を

「
間
違
い
」
と
認
め
る
総
括

を
し
た
上
で
、
新
執
行
部
を

確
立
し
た
よ
う
だ
が
、
指
導

部
中
枢
に
い
た
書
記
長
ら
三

役
が
、
新
執
行
部
三
役
へ
ス

ラ
イ
ド
就
任
し
た
と
い
う
。
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東
労
組
の
組
合
員

「
大
量
脱
退
」
報
道
相
次
ぐ

東
労
組
の
組
合
員
が
大
量
に
脱
退
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る

報
道
が
色
々
の
所
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。

東
労
組
が
数
年
来
、
続
け
て
き
た
ス
ト
権
論
議
は
、
何
だ
っ

た
の
か
。
ス
ト
権
を
確
立
し
た
昨
年
の
80
％
を
超
え
た
数
字
は

全
く
の
虚
構
で
あ
る
こ
と
が
今
回
、
証
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。
JR
東
日
本
に
と
っ
て
、
今
こ
そ
民
主
的
労
働

運
動
の
必
要
性
が
問
わ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
お
客
様
・
国

民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
、

愛
さ
れ
る
「
JR
東
日
本
」
、

さ
ら
に
、
社
員
の
皆
様
か
ら

頼
ら
れ
る
労
働
組
合
を
創
造

し
て
参
り
ま
す
。

私
た
ち
と
共
に
笑
顔
を
競

い
合
え
る
職
場
、
人
を
大
切

に
し
た
会
社
を
創
造
し
て
い

き
ま
す
。

私
た
ち
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

中
で
め
ざ
す
理
想
と
は

①
企
業
内
労
働
組
合
と
し
て

会
社
の
社
会
的
信
頼
と
発
展

が
そ
こ
に
働
く
社
員
の
幸
せ

に
直
結
す
る
こ
と
を
土
台
に
、

労
働
条
件
の
向
上
と
労
働
環

境
の
改
善
を
し
っ
か
り
議
論

で
き
る
労
使
関
係
を
構
築
し

ま
す
。

②
会
社
発
展
の
た
め
施
策
提

言
型
の
運
動
を
ベ
ー
ス
に
、

労
働
組
合
と
し
て
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
も
果
た
せ
る
労
働
運

動
を
構
築
し
ま
す
。

③
国
鉄
時
代
へ
の
回
帰
を
思

わ
せ
る
よ
う
な
労
働
運
動
を

展
開
し
て
い
る
組
合
も
あ
り
、

左
傾
化
し
て
き
て
い
る
こ
と

を
危
惧
し
て
い
ま
す
。
国
鉄

採
用
社
員
か
ら
JR
採
用
社
員

へ
の
次
代
の
継
承
と
と
も
に

鉄
道
の
歴
史
と
鉄
道
マ
ン
と

し
て
の
誇
り
と
責
任
も
継
承

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
企
業
内
労

働
組
合
と
し
て
組
合
員
か
ら

資
質
向
上
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
こ
そ
が

「
改
革
時
の
精
神
」
「
鉄
道
の
責
任
」

で
あ
る
こ
と
を
訴
え
よ
う

私
た
ち
の
思
い
を
一
人
で
も
多
く
の
社
員
に
正
し
く
伝
え

て
、
国
鉄
改
革
の
精
神
を
愚
直
に
押
し
進
め
る
こ
と
が
出
来

る
の
は
、
私
た
ち
JR
連
合
に
加
盟
し
て
い
る
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ

オ
ン
で
あ
る
こ
と
を
正
し
く
理
解
し
て
頂
き
な
が
ら
組
織
拡

大
に
繋
げ
よ
う
。
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イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
は
、

本
年
５
月
14
日
（
申
８
号
）

で
申
し
入
れ
て
い
た
、
夏
季

手
当
支
払
い
の
要
求
に
つ
い

て
、
６
月
12
日
、
会
社
の
回

答
を
妥
結
し
た
。

第
１
回
交
渉
（
５
月
31
日
）

組
合
側
か
ら
要
求
の
根
拠

を
説
明
。

第
２
回
交
渉
（
６
月
７
日
）

会
社
側
か
ら
経
営
状
況
や

取
り
巻
く
経
済
情
勢
の
説
明
。

第
３
回
交
渉
（
６
月
12
日
）

会
社
側
よ
り
右
記
の
回
答

を
受
け
た
。

本
部
交
渉
団
は
、
要
求
額

に
届
か
な
い
こ
と
か
ら
持
ち

帰
り
、
持
ち
回
り
執
行
委
員

会
を
開
催
し
、
こ
の
先
に
抱

え
る
課
題
等
を
共
通
認
識
と

す
る
こ
と
、
及
び
時
間
軸
を

大
切
に
労
使
と
も
に
取
り
組

ん
で
い
く
事
な
ど
、
多
く
の

議
論
が
出
来
た
も
の
と
し
、

15
時
に
妥
結
の
回
答
を
し
た
。

深
緑
の
美
し
い
中
、
早
川

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
JR
連
合

松
岡
会
長
は
じ
め
JR
連
合
の

各
執
行
委
員
、
JR
連
合
傘
下

の
各
単
組
を
代
表

す
る
方
々
20
名
の

仲
間
が
集
い
６
月

２
日
か
ら
３
日
に

か
け
て
清
掃
活
動

等
を
行
っ
た
。
Ｊ

Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
か

ら
は
菅
野
中
央
執

行
委
員
長
と
秋
山

中
央
執
行
副
委
員

長
が
参
加
し
た
。

地
区
清
掃
後

の
交
流
会
で
保

地
区
地
区
長
は

「
JR
連
合
の
み

な
さ
ん
と
交
流

を
は
じ
め
て
11
年
が
経
過
し

た
。
地
域
の
み
な
さ
ん
も
参

加
し
た
、
こ
の
清
掃
の
取
り

組
み
は
根
付
い
た
と
言
え
る
。

み
な
さ
ん
の
お
陰
で
暑
い
夏

を
気
持
ち
よ
く
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
秋
に
み

な
さ
ん
の
元
気
な
笑
顔
を
見

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

疑
わ
れ
る
鉄
道
妨
害
は

約
５
３
０
件

株
主
総
会

６
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た

JR
東
日
本
「
第
31
回
定
時
株

主
総
会
」
で
、
松
木
常
務
取

締
役
は
、
事
前
質
問
の
回
答

の
中
で
本
年
２
月
か
ら
６
月

中
旬
ま
で
の
間
に
発
生
し
た

鉄
道
妨
害
と
疑
わ
れ
る
事
象

は
約
５
３
０
件
と
報
告
し
た
。

お
客
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
掛
け
て
い
る
こ
と
を
お
詫

び
し
た
。

防
犯
カ
メ
ラ
、
警
備
員
の

巡
回
、
各
所
の
鎖
錠
や
警
察

等
の
協
力
を
戴
き
な
が
ら
鉄

道
妨
害
の
警
戒
を
強
化
し
て

い
る
。
ま
た
、
内
部
犯
行
が

疑
わ
れ
る
具
体
的
な
事
象
が

無
い
こ
と
を
報
告
し
た
。

大
阪
北
部
地
震

６
月
18
日
７
時
58
分
。
大

阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
震

度
６
弱
の
揺
れ
を
観
測
し
た
。

被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
、

謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

JR
連
合
や
交
運
共
済
は
、

組
合
員
と
家
族
の
安
全
確
認

や
生
活
支
援
の
有
無
に
つ
い

て
迅
速
な
対
応

を
し
て
い
る
。

困
っ
た
時
に

こ
そ
助
け
合
う
、

労
働
組
合
や
交

運
共
済
の
相
互

扶
助
の
精
神
に

基
づ
く
理
念
を

よ
く
理
解
し
、

と
も
に
協
力
し

合
う
こ
と
で
さ

ら
に
充
実
し
た

制
度
に
し
て
い

こ
う
。

夏季手当・妥結（６／12）
1.基準額 基準内賃金の２,９１ヶ月分

2,支給日 平成３０年６月２８日（木）
以降、準備でき次第

（申第8号 2018年度夏季手当要求・５／14申し入れ）

①基準内賃金の3.2ヶ月分を6月29日までに支払うこと。

②成績率の適用については公正厳格に行うとともに人

材育成に有効に活用すること。

③好調な企業業績を踏まえ安全サービスに更なる投資

を行うこと。

参考：平成30年5月1日現在、社員数は54,400人、平均年

齢は41,3才、平均基準内賃金は340,408円。昨年より1,2

68円増、総額は昨年より4,000円増。平均991,000円、平

均基準内賃金が上がっている証である。

ＪＲ連合 ジェイアール・イーストユニオン ２０１８（Ｈ３０）年７月１日 第４７号（３）

「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
」
元

気
な
声
が
新
緑
の
中
の
静
け

さ
を
打
ち
破
っ
た
。

第
３
回
神
田
カ
ッ
プ
は
６

月
７
日
、
菅
野
中
央
執
行
委

員
長
臨
席
の
中
30

名
の
組
合
員
、
友

人
を
集
め
栃
木
県

紫
塚
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
に
お
い
て
開
催

し
た
。
コ
ン
ペ
は

笑
顔
の
う
ち
に
終

え
た
。

初
夏
を
思
わ
せ

る
好
天
の
中
、
参

加
者
は
ス
コ
ア
は

さ
て
お
き
、
仲
間
と
と
も
に

楽
し
い
一
時
を
す
ご
し
た
。

優

勝：

渡
辺
博
幸
（
Ｎ
73･

８
）

準
優
勝：

遠
藤
豊
勝
（
Ｎ
75･

２
）

３

位：

菅
原
光
男
（
Ｎ
75･

６
）

新
緑
の
中
、
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
強
化

第
３
回
神
田
カ
ッ
プ
ゴ
ル
フ
開
催

（左）優勝した渡辺さん

新潟地本

「
や
さ
し
さ
を
あ
り
が
と
う
」

JR
連
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
in
早
川
町

ケガをしないように作業説明

第
６
回

中
央
本
部
定
期

大
会
の
開
催
に
つ
い
て

平
成
30
年
７
月
９
日
（
月
）

12
時
30
分
か
ら

都
内：

田
町
交
通
ビ
ル

※
多
数
の
参
加
で
定
期
大
会

を
成
功
さ
せ
よ
う


